
 

 

 

 

提案基準11 研究施設の建築行為等に係る特例措置 
 
  研究対象が、市街化調整区域に存在すること等の理由により、当該市街化調整区域に研

究施設を建築する場合の提案基準は、申請の内容が次の各項に該当するものとする。 

 

  基準の内容 

 １ 研究対象は、次のいずれかに該当するものであること。 

  （１）研究対象が、当該市街化調整区域に存在し、かつ、当該土地において研究する必要

性があること。 

  （２）研究対象が、自然的又は環境上特別の条件を必要とするもので、当該土地が、当該

特別の条件を満たすところであること。 

 ２ 研究施設の目的、研究内容等を勘案して立地上、当該土地の周辺に影響を及ぼすおそ

れのない状況の地域であること。 

 ３ 当該土地が農地であるときは、農地転用の許可が受けられるものであること。 

 


